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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

生徒（中学２年生及び高校２年生）・保護者・教職員の福祉の仕事に対するイメージを調査

し、福祉職場の魅力促進を図る取組の参考とすることを目的とする。 

２ 調査対象 

（１）調査対象校の選定方法 

中学校 ：県内の中学２年生の全生徒数の概ね 10％以上から回答を得られるよう実施。県

域を８ブロック(エリア)単位に区分し、エリアごとでも概ね 10％以上となるように、各

エリア２校を選定。 

高等学校：県内の高等学校２年生の全生徒数の概ね 10％以上から回答を得られるよう実

施。県域を８ブロック(エリア)単位に区分し、エリアごとでも概ね 10％以上となるよう

に、学科等も考慮し 10 校を選定。 

（２）調査対象校 

中学校 16 校、高等学校 10 校 

（３）調査対象者 

調査対象校の中学校２年生及び高等学校２年生の全生徒・保護者・教職員 

３ 調査方法 

（１）配布方法 

調査対象校を通じ、生徒・教職員へ調査用紙を配付。保護者へは生徒を通じ、調査用紙を配

付。（一部学校では、連絡網ツールを通じて回答フォームを配布。） 

（２）回答方法 

調査票中の二次元コードを読み取り、回答フォーム（Web）から回答。Web による回答が難し

い場合は、個別に対応。 

４ 調査用紙配布数及び回収状況 

   中学校 高等学校 

 

生徒 保護者 教職員 

生徒 

保護者 教職員 福祉系 福祉系 

以外* 

対象数 1,494 1,494 106 1,982 1,982 149 

回収数 1,214 518 57 83 1,136 441 33 

回収率 81.3％ 34.7％ 53.8％ 61.5％ 22.3％ 22.1％ 

＊「福祉系以外」には、「わからない」と回答した者を含む。 

５ 調査実施期間 

2024 年 11 月 1 日～2024 年 11 月 30 日 

６ 調査結果の表示方法 

・複数回答の比率は、各選択肢の回答数を当該設問における回答者数で除した比率であり、

比率の合計は通常 100％を超えます。 

・一部の図表に記載のある（N＝○○）は、その設問における回答者数を表しています。
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Ⅱ 調査結果 

１ 中学生アンケート調査結果  

福祉施設等でのボランティア等の体験への参加 

■福祉施設等でのボランティア等の体験の有無 

 

※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

 

■福祉施設等でのボランティア等の体験の内容（複数回答） 

 

54.4%

40.3%

31.8%

44.9%

56.9%

49.5%

0.7%

2.8%

18.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013年度 全体(N＝5,017）

2018年度 全体(N＝2,186）

2024年度 全体(N＝1,214）

ある ない 無回答 わからない

24.5%

23.9%

26.9%

35.4%

41.3%

51.3%

54.0%

50.3%

35.5%

6.8%

2.2%

5.2%

2.1%

1.6%

0.0%
7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013年度 全体(N＝2,729）

2018年度 全体(N＝880）

2024年度 全体(N＝386）

ボランティア体験 職場体験・インターンシップ 交流体験 その他 無回答 わからない

■福祉施設等でのボランティア体験・職場体験・交流体験・その他（以下、「ボランティア等の

体験」という。）への参加は約３割で、2018 年度よりも減少。 

 ・福祉施設等でのボランティア等の体験は、31.8％で 2018 年度と比較すると 8.5 ポイント減

少した。さらに、2013 年度と比較すると 22.6 ポイント減少している。 

・体験内容のうち、交流体験の割合は、2018 年度と比較して 14.8 ポイント減少した。一方で、

職場体験・インターシップの割合は 2018 年度と比較して 10.0 ポイント増加して、50％を超え

た。 
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福祉の仕事のイメージ  

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

58.6%

58.2%

46.9%

32.9%

27.3%

22.5%

22.5%

2.6%

2.0%

22.2%

24.1%

31.6%

19.1%

24.1%

30.8%

21.9%

6.8%

5.5%

6.2%

6.5%

7.4%

12.1%

14.9%

23.7%

25.3%

24.1%

28.0%

1.5%

1.2%

1.6%

3.8%

7.0%

7.4%

7.7%

51.6%

51.6%

11.4%

10.1%

12.4%

32.1%

26.7%

15.6%

22.7%

14.7%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『やりがい』『社会的な評価』は８割以上が肯定的評価。 

■『精神的負担』『身体的負担』は７割以上が否定的評価。 

■『雇用機会』は３割以上が「わからない、イメージできない」と回答。 

・肯定的評価が最も高いのは、『社会的な評価』（82.3%）、次いで『やりがい』（80.8％）、『仕事

場の雰囲気』（78.5％）。『雇用機会（働く場所の数）』『キャリアアップ』『働きやすさ（労働時

間、休日）』も肯定的評価が５割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『身体的負担（体力的な疲れ）』（79.6％）、次いで『精神的負担

（ストレス）』（75.7％）。 
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福祉の仕事への興味・関心 

■福祉の仕事への興味・関心 

 

  

12.9%

5.0%

21.3%

16.2%

13.8%

19.0%

29.8%

24.4%

35.4%

21.1%

18.0%

24.5%

35.4%

40.6%

29.9%

29.2%

31.7%

27.1%

20.5%

28.3%

12.3%

22.3%

24.6%

19.9%

1.4%

1.7%

1.0%

11.2%

11.9%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N＝2168）

男性（N＝1,110）

女性（N＝1,056）

全体(N＝1,214）

男性（N＝615）

女性（N＝579）

2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 無回答 わからない

福祉の仕事への興味関心

N数 ある
どちらかと
いえばある

どちらかと
いえばない

ない わからない

いる 447 21.3% 26.2% 28.6% 15.2% 8.7%

いない 345 13.6% 18.0% 31.3% 29.9% 7.2%

わからない 422 13.0% 18.2% 28.0% 23.7% 17.1%

ある 386 21.2% 28.5% 26.4% 13.2% 10.6%

ない 601 15.1% 15.8% 31.9% 28.5% 8.7%

わからない 227 10.6% 22.5% 26.4% 21.6% 18.9%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
での
体験の有無

■福祉の仕事への興味・関心がある割合は約４割。女性は男性より高い。 

■まわりに福祉の仕事の従事者がいることや、福祉施設等でのボランティア等の体験は、福

祉の仕事への興味や関心を高める傾向がみられる。 

・福祉の仕事への興味・関心がある割合は、37.3％。2018 年度と比べると 5.4 ポイント減少し

た。性別でみると女性 43.5％、男性が 31.8％。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人がいる場合、福祉の仕事への興味・関心がある割合

は、47.5％。いない場合に比べて 15.9 ポイント高い。 

・福祉施設等でのボランティア等の体験がある場合、福祉の仕事への興味・関心がある割合

は 49.7％。体験がない場合に比べて 18.8 ポイント高い。 
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将来の選択肢として福祉の仕事を希望すること 

 

■将来の選択肢として福祉の仕事を希望すること 

 

  

2.8%

7.0%

1.4%

12.9%

5.8%

4.6%

6.9%

8.6%

13.7%

6.1%

21.7%

9.6%

6.0%

13.5%

37.9%

42.2%

45.8%

38.4%

30.9%

31.5%

30.7%

49.8%

35.9%

45.0%

26.3%

38.9%

42.3%

35.4%

0.9%

1.2%

1.7%

0.7%

14.8%

15.6%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N＝5,017）

全体(N＝2168）

男性（N＝1,110）

女性（N＝1,056）

全体(N＝1,214）

男性（N＝615）

女性（N＝579）

2
0
1
3

年
度

2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

希望している 少し希望している あまり希望していない

希望していない 無回答 わからない

将来の選択肢として福祉の仕事の希望

N数
希望してい
る

少し希望し
ている

あまり希望
していない

希望してい
ない

わからない

いる 447 9.6% 13.2% 33.3% 31.5% 12.3%

いない 345 3.2% 7.5% 31.6% 47.0% 10.7%

わからない 422 3.8% 7.6% 27.7% 40.0% 20.9%

ある 386 9.1% 17.1% 31.1% 29.3% 13.5%

ない 601 4.0% 6.0% 30.8% 47.4% 11.8%

わからない 227 4.8% 6.6% 30.8% 32.6% 25.1%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
で体験の有
無

■将来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合は１割５分。女性は男性よりも高い。 

■まわりに福祉の仕事の従事者がいることや、福祉施設等でのボランティア等の体験は、将

来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合を高める傾向がみられる。 

・将来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合は、15.4％。2018 年度と比較すると 5.3 ポイ

ント減少した。性別でみると女性は 20.4％、男性が 10.6％。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人がいる場合、将来の選択肢として福祉の仕事を希望す

る割合は、22.8％。いない場合に比べて 12.1 ポイント高い。 

・福祉施設等でのボランティア等の体験がある場合、将来の選択肢として福祉の仕事を希望

する割合は 26.2％。体験がない場合に比べて 16.2 ポイント高い。 
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進路を決めるときの相談相手 

■進路を決めるときの相談相手（複数回答） 

 
 

進路についての情報入手先 

■進路についての情報入手先（複数回答） 

 

 

90.4%

25.7%

14.9%

52.4%

45.7%

3.7%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

兄弟・姉妹

親戚

友人・知り合い

学校の先生

その他

わからない

N=1,214

77.0%

28.8%

18.1%

43.2%

38.0%

23.1%

60.4%

34.2%

4.1%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

兄弟・姉妹

親戚

友人・知り合い

学校の先生

TV、雑誌

インターネット

SNS

その他

わからない

N=1214

■進路を決めるときの相談相手は、「保護者」が９割以上。 

・進路を決めるときの相談相手で最も多かったのが「保護者」で 90.4％、次いで「友人・知り合

い」が 52.4％、学校の先生が 45.7％である。 

■進路についての情報入手先は、「保護者」が７割以上、「インターネット」が６割以上。 

・進路についての情報入手先で最も多かったのが「保護者」で 77.0％、次いで「インターネット」が

60.4％、「友人・知り合い」が 43.2％、「学校の先生」が 38.0％、「SNS」が 34.2％である。 
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２ 高校生アンケート調査結果  

福祉施設等でのボランティア等の体験への参加 

  

■福祉施設等でのボランティア等の体験の有無 

 

※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

 

 

  

44.2%

75.9%

43.2%

48.4%

88.9%

46.2%

27.5%

72.3%

24.2%

54.1%

22.7%

55.1%

50.5%

11.1%

52.7%

60.8%

24.1%

63.5%

1.7%

1.4%

1.7%

1.1%

1.2%

11.7%

3.6%

12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N＝4,595）

福祉系（N＝141）

福祉系以外（N＝4454）

全体(N＝1895)

福祉系（N＝99）

福祉系以外（N＝1796）

全体(N＝1219）

福祉系（N＝83）

福祉系以外（N＝1136）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

ある ない 無回答 わからない

■福祉施設等でのボランティア等の体験は全体で３割に届かず、2018 年度よりも福祉系コー

ス、福祉系以外のコースいずれも減少している。 

・福祉施設等でのボランティア等の体験は、福祉系コースで 72.3％、福祉系以外のコースで

24.2％。2018 年度と比較すると、福祉系コースで 16.6 ポイント、福祉系コース以外で 22 ポ

イント減少している。 

・体験内容のうち、職場体験・インターシップの割合は 2018 年度と比較すると、福祉系コース

で 27.6 ポイント、福祉系以外のコースで 26.2 ポイント減少している。ボランティア体験の割

合は 2018 年度と比較すると、福祉系コースで 23.0 ポイント、福祉系以外のコースで 21.4 ポ

イント増加している。 
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■福祉施設等でのボランティア等の体験の内容（複数回答） 

 

  

33.2%

59.8%

31.7%

24.9%

42.0%

23.0%

45.4%

65.0%

44.4%

36.9%

52.3%

36.1%

51.0%

65.9%

49.5%

24.5%

38.3%

23.3%

50.1%

36.4%

50.9%

43.5%

28.4%

45.1%

43.1%

30.0%

49.1%

4.7%

5.6%

4.6%

2.3%

3.4%

2.2%

7.3%

6.7%

8.0%

2.3%

1.9%

2.3%

1.7%

3.4%

1.6%

5.6%

3.3%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(N＝2032）

福祉系（N＝107）

福祉系以外（N＝1925）

全体(N＝917)

福祉系（N＝88）

福祉系以外（N＝829）

全体(N＝355）

福祉系（N＝60）

福祉系以外（N＝275）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度
ボランティア体験 職場体験・インターンシップ 交流体験 その他 無回答 わからない
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福祉の仕事のイメージ 

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

 

 

 

59.6%

57.2%

37.0%

42.2%

19.9%

16.8%

17.3%

1.3%

1.1%

24.8%

22.2%

30.8%

21.2%

17.4%

22.6%

14.3%

1.8%

2.2%

5.8%

10.3%

17.4%

10.0%

19.2%

33.7%

33.5%

18.2%

19.9%

1.5%

2.4%

4.0%

4.1%

12.4%

13.5%

17.8%

72.1%

71.2%

8.4%

7.9%

10.7%

22.4%

31.1%

13.4%

17.1%

6.6%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働時間、休日）

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『やりがい』は８割以上が肯定的評価。『社会的な評価』も約８割弱が肯定的評価。 

■『精神的負担』『身体的負担』は９割以上が否定的評価。 

■『キャリアアップ』は３割以上が「わからない、イメージできない」と回答。 

・肯定的評価が最も高いのは、『やりがい』（84.4％）、『社会的な評価』（79.4%）、次いで、『仕事

場の雰囲気』（67.8％）。『雇用機会（働く場所の数）』も肯定的評価が６割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『身体的負担（体力的な疲れ）』（91.1％）、次いで『精神的負担

（ストレス）』（90.3％）。 
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■コース・学科別による福祉の仕事のイメージ 

 

  

コース・学科 良い やや良い
あまり良くな
い

良くない
わからない、イメー
ジできない

福祉系 71.1% 18.1% 4.8% 2.4% 3.6%

福祉系以外 58.7% 25.3% 5.9% 1.4% 8.7%

福祉系 62.7% 13.3% 15.7% 4.8% 3.6%

福祉系以外 56.8% 22.9% 9.9% 2.2% 8.2%

福祉系 56.6% 24.1% 12.0% 3.6% 3.6%

福祉系以外 35.6% 31.3% 17.8% 4.0% 11.3%

福祉系 62.7% 22.9% 6.0% 2.4% 6.0%

福祉系以外 40.8% 21.1% 10.3% 4.2% 23.6%

福祉系 42.2% 21.7% 12.0% 4.8% 19.3%

福祉系以外 18.3% 17.1% 19.7% 12.9% 32.0%

福祉系 39.8% 21.7% 21.7% 10.8% 6.0%

福祉系以外 15.1% 22.6% 34.6% 13.7% 13.9%

福祉系 32.5% 16.9% 18.1% 26.5% 6.0%

福祉系以外 16.2% 14.1% 34.6% 17.2% 18.0%

福祉系 1.2% 2.4% 15.7% 74.7% 6.0%

福祉系以外 1.3% 1.8% 18.4% 71.9% 6.6%

福祉系 1.2% 2.4% 18.1% 75.9% 2.4%

福祉系以外 1.1% 2.2% 20.1% 70.9% 5.7%

福祉系（N＝83）　　　福祉系以外（N＝1136）

賃金・給与

精神的負担（スト
レス）

身体的負担（体力
的な疲れ）

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場
所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働
時間、休日）
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福祉の仕事への興味関心 

■福祉仕事への興味・関心 

 

 

9.3%

4.0%

12.8%

14.5%

11.9%

16.3%

24.0%

18.4%

27.6%

20.1%

14.4%

24.4%

38.0%

38.4%

38.1%

28.0%

25.7%

29.9%

26.5%

36.2%

20.1%

30.3%

38.9%

24.0%

2.2%

3.0%

1.5%

7.1%

9.1%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1,895)

男性(N=732)

女性(N=1,150 ) 

全体(N=1,219)

男性(N=494)

女性(N=705)

2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 無回答 わからない

N数 ある
どちらかと
いえばある

どちらかと
いえばない

ない わからない

いる 442 20.1% 24.0% 26.0% 24.7% 5.2%

いない 526 10.3% 17.9% 30.6% 36.1% 5.1%

わからない 251 13.5% 17.9% 25.9% 27.9% 14.7%

ある 335 24.2% 25.4% 23.9% 20.0% 6.6%

ない 741 10.9% 17.8% 29.8% 36.0% 5.4%

わからない 143 10.5% 19.6% 28.0% 24.5% 17.5%

福祉系 83 50.6% 28.9% 12.0% 6.0% 2.4%

福祉系以外 1,136 11.9% 19.5% 29.1% 32.0% 7.5%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
でのボラン
ティア等の
体験の有無

通っている
学科・コー
ス

福祉の仕事への興味・関心

■福祉の仕事への興味・関心がある割合は約３割５分。女性は男性よりも高い。 

■まわりに福祉の仕事の従事者がいることや、福祉施設等でのボランティア等の体験は、福

祉の仕事への興味・関心を高める傾向がみられる。 

・福祉の仕事への興味・関心がある割合は、34.6％。2018 年度とほぼ同程度の割合である。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人がいる場合、福祉の仕事への興味・関心がある割合

は、44.1％。いない場合に比べて 15.9 ポイント高い。 

・福祉施設等でのボランティア等の体験がある場合、福祉の仕事への興味・関心がある割合

は、49.6％。ない場合に比べて 20.9 ポイント高い。 
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将来の選択肢として福祉の仕事を希望すること 

■将来の選択肢として福祉の仕事を希望すること 

 

 

 

3.7%

7.4%

2.6%

10.6%

8.1%

4.7%

10.4%

6.7%

7.1%

4.6%

8.6%

6.0%

3.2%

8.1%

27.9%

35.2%

32.7%

37.0%

22.2%

22.1%

22.8%

60.0%

48.3%

57.1%

42.6%

57.2%

63.6%

52.3%

1.7%

2.0%

3.0%

1.2%

6.5%

6.5%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N＝4,595）

全体(N=1,895)

男性(N=732)

女性(N=1,150 ) 

全体(N=1,219)

男性(N=494)

女性(N=705)

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

希望している 少し希望している あまり希望していない 希望していない 無回答 わからない

将来の選択肢として福祉の仕事の希望

N数
希望してい
る

少し希望し
ている

あまり希望
していない

希望してい
ない

わからない

いる 442 14.7% 8.6% 21.7% 49.8% 5.2%

いない 526 4.8% 4.9% 21.9% 63.9% 4.6%

わからない 251 3.6% 3.6% 23.9% 56.2% 12.7%

ある 335 16.7% 10.4% 21.2% 42.7% 9.0%

ない 741 5.1% 4.6% 21.5% 65.0% 3.8%

わからない 143 3.5% 2.8% 28.7% 50.3% 14.7%

福祉系 83 49.4% 16.9% 10.8% 16.9% 6.0%

福祉系以外 1,136 5.1% 5.2% 23.1% 60.1% 6.5%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
での体験の
有無

通っている
学科・コー
ス

■将来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合は約１割５分。女性は男性よりも高い。 

■まわりに福祉の仕事の従事者がいることや、福祉施設等でのボランティア等の体験は、将

来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合を高める傾向がみられる。 

・将来の選択肢として福祉の仕事を希望する割合は、14.1％。2018 年度とほぼ同程度の割合

である。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人がいる場合、将来の選択肢として福祉の仕事を希望す

る割合は、23.3％。いない場合に比べて 13.6 ポイント高い。 

・福祉施設等でのボランティア等の体験がある場合、将来の選択肢として福祉の仕事を希望

する割合は、27.1％。ない場合に比べて 17.4 ポイント高い。 
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進路を決めるときの相談相手 

■進路を決めるときの相談相手（複数回答） 

 

進路についての情報入手先 

■進路についての情報入手先（複数回答）

 

90.1%

18.1%

7.9%

47.9%

57.1%

1.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

兄弟・姉妹

親戚

友人・知り合い

学校の先生

その他

わからない

(N=1219)

50.8%

14.4%

8.4%

30.4%

52.2%

14.1%

77.8%

37.7%

1.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

兄弟・姉妹

親戚

友人・知り合い

学校の先生

TV、雑誌

インターネット

SNS

その他

わからない

(N=1219)

■進路を決めるときの相談相手は、「保護者」が９割以上。 

・進路を決めるときの相談相手で最も多かったのが「保護者」で 90.1％、次いで「学校の先生」

が 57.1％、「友人・知り合い」が 47.9％である。 

■進路についての情報入手先は、「インターネット」が７割を超えている。 

・進路についての情報入手先で最も多かったのが「インターネット」で 77.8％、次いで「学校の

先生」が 52.2％、「保護者」が 50.8％、「SNS」が 37.7%、「友人・知り合い」が 30.4%である。 
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３ 中学生の保護者アンケート調査結果  

福祉の仕事のイメージ 

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

 

41.3%

30.9%

17.6%

59.8%

15.4%

7.1%

4.6%

0.8%

0.4%

38.4%

22.8%

28.2%

20.5%

19.5%

18.0%

12.5%

1.4%

0.8%

5.6%

32.2%

33.6%

4.4%

22.8%

46.1%

46.1%

23.7%

20.7%

2.9%

5.8%

6.4%

1.7%

14.1%

14.3%

26.1%

71.2%

76.1%

11.8%

8.3%

14.3%

13.5%

28.2%

14.5%

10.6%

2.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働時間、休日）

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『雇用機会（働く場所の数）』『やりがい』は、約８割が肯定的評価。 

■『身体的負担（体力的な疲れ）』や『精神的負担（ストレス）』は９割以上、『賃金・給与』は７割

以上が否定的評価。 

・肯定的評価が最も高いのは、『雇用機会（働く場所の数）』（80.3％）、次いで『やりがい』

（79.7％）。『社会的な評価』も肯定的評価が５割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『身体的負担（体力的な疲れ）』、（96.8％）、次いで『精神的負

担（ストレス）』（94.9％）。特に「良くない」がいずれも７割以上。『賃金・給与』『働きやすさ（労

働時間、休日）も否定的評価が肯定的評価より高い。 

・『キャリアアップ』は 28.2％が「わからない、イメージできない」と回答。 
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福祉の仕事を子どもに勧めること 

■福祉の仕事を子どもに勧めること 

※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

  

子どもに福祉の仕事を勧めること

N数 勧めたい
子どもが希
望すれば勧
めてもよい

あまり勧め
たくない

わからない

いる 387 3.6% 61.8% 30.7% 3.9%

いない 122 1.6% 54.1% 33.6% 10.7%

わからない 9 0.0% 88.9% 11.1% 0.0%

まわりに福祉の仕
事に就いている
（いた）人の有無

■福祉の仕事を子どもに勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が６割以

上。 

■2018 年度と比較すると「あまり勧めたくない」が増加している。一方で「勧めたい」がやや増

加している。 

・福祉の仕事を子どもに勧めることについて「勧めたい」が 3.1％。2018 年度と比較すると 1.8

ポイント増加。一方、「子どもが希望すれば勧めてもよい」が 60.4％。2018 年度と比較する

と、11.1 ポイント減少。また、「あまり勧めたくない」は 31.1％となり、2018 年度と比較すると

4.5 ポイント増加。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人や保護者の性別による大きな差はみられない。 

1.8%

1.3%

1.8%

1.1%

3.1%

6.3%

2.7%

79.2%

71.5%

67.3%

72.0%

60.4%

53.1%

61.0%

18.4%

26.6%

29.1%

26.4%

31.1%

37.5%

30.8%

0.6%

0.6%

1.8%

0.5%

5.4%

3.1%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=4,358）

全体（N=1,879）

男性（N=110）

女性（N=1,584）

全体（N=518）

男性（N=32）

女性（N=477）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

勧めたい 子どもが希望すれば勧めてもよい あまり勧めたくない 無回答 わからない
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子どもの就職先の相談に乗るときに重視すること 

■子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること（複数回答 最大３つまで） 

 

 

94.8%

15.4%

24.5%

12.5%

3.9%

5.4%

37.8%

30.5%

5.0%

38.6%

3.5%

2.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども本人の希望

給与水準が高いこと

休暇が取りやすい雰囲気や仕組みがあること

給与体系が明確であること

勤務地が自宅から近いこと

体力的にきつい仕事でないこと

精神的にきつい仕事でないこと

経営や雇用が安定していること

今後成長が見込まれること

仕事にやりがいがあること

社会的な意義の大きい仕事であること

社風や経営者に魅力を感じること

その他

N=518

■子どもの就職先の相談に乗るときに重視することは「子ども本人の希望」が９割以上。 

■「仕事にやりがいがあること」「精神的にきつい仕事でないこと」「経営や雇用が安定している

こと」が３割以上。 

・子どもの就職先の相談に乗るときに重視することで最も多いのは「子ども本人の希望」

（94.8％）。次いで「仕事にやりがいがあること」（38.6％）、「精神的にきつい仕事でないこと」

（37.8％。）、「経営や雇用が安定していること」（30.5％）。 

・「精神的にきつい仕事でないこと」が 37.8％。一方で「体力的きつい仕事でないこと」は 5.4％

である。 
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４ 高校生の保護者アンケート調査結果  

福祉の仕事のイメージ 

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

 

42.4%

29.9%

18.1%

59.0%

13.8%

7.9%

6.1%

35.4%

25.4%

30.2%

22.2%

21.8%

19.7%

10.2%

0.9%

0.5%

8.4%

31.3%

36.7%

5.7%

25.4%

47.4%

46.5%

22.7%

21.5%

3.4%

6.6%

4.1%

2.3%

11.8%

10.4%

27.9%

73.9%

76.2%

10.4%

6.8%

10.9%

10.9%

27.2%

14.5%

9.3%

2.5%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働時間、休日）

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『雇用機会（働く場所の数）』は、約８割が肯定的評価。 

■『身体的負担（体力的な疲れ）』や『精神的負担（ストレス）』は９割以上、『賃金・給与』は７割

以上が否定的評価。 

・肯定的評価が最も高いのは、『雇用機会（働く場所の数）』（81.2％）、次いで『やりがい』

（77.8％）。『社会的な評価』も肯定的評価が５割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『身体的負担（体力的な疲れ）』、（97.7％）、次いで『精神的負

担（ストレス）』（96.6％）。「良くない」がいずれも７割以上。『賃金・給与』『働きやすさ（労働時

間、休日）も否定的評価が肯定的評価より高い。 

・『キャリアアップ』は 27.2％が「わからない、イメージできない」と回答。 
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福祉の仕事を子どもに勧めること 

■福祉の仕事を子どもに勧めること 

※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

 

子どもに福祉の仕事を勧めること

N数 勧めたい
子どもが希
望すれば勧
めてもよい

あまり勧め
たくない

わからない

いる 319 2.5% 65.8% 27.6% 4.1%

いない 117 3.4% 57.3% 28.2% 11.1%

わからない 5 0.0% 40.0% 40.0% 20.0%

福祉系 25 8.0% 80.0% 8.0% 4.0%

福祉系以外 416 2.4% 62.3% 29.1% 6.3%

まわりに福祉の仕
事に就いている
（いた）人の有無

子どもが通う学校
のコース・学科

■福祉の仕事を子どもに勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が６割以

上。 

■子どもが福祉系コースに通っている場合、「勧めたい」「子どもが希望すれば勧めてもよい」

の割合が高い。 

・福祉の仕事を子どもに勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が 63.3％。

「勧めたい」が 2.7％。 

・まわりに福祉の仕事に就いている人の有無や保護者の性別による大きな差はみられない。 

・子どもが福祉系コースに通っている場合は、福祉系以外のコースに通っている場合に比べ

て「勧めたい」（8.0％）が 5.6 ポイント、「子どもが希望すれば勧めてもよい」（80.0％）が 17.7 ポ

イント高い。 

1.8%

1.5%

1.5%

2.7%

2.4%

2.8%

77.9%

66.9%

67.6%

67.5%

63.3%

53.7%

64.4%

19.3%

29.9%

31.4%

29.3%

27.9%

29.3%

27.5%

1.0%

1.7%

1.0%

1.7%

6.1%

14.6%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=3,428）

全体（N=1,249）

男性（N=105）

女性（N=1,073）

全体（N=441）

男性（N=41）

女性（N=396）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

勧めたい 子どもが希望すれば勧めてもよい あまり勧めたくない 無回答 わからない
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子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること 

■子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること（複数回答 最大３つまで） 

 

 

92.7%

12.9%

23.8%

17.0%

7.5%

7.0%

34.5%

28.8%

6.1%

32.2%

2.7%

2.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども本人の希望

給与水準が高いこと

休暇が取りやすい雰囲気や仕組みがあること

給与体系が明確であること

勤務地が自宅から近いこと

体力的にきつい仕事でないこと

精神的にきつい仕事でないこと

経営や雇用が安定していること

今後成長が見込まれること

仕事にやりがいがあること

社会的な意義の大きい仕事であること

社風や経営者に魅力を感じること

その他

■子どもの就職先の相談に乗るとき重視することは「子ども本人の希望」が９割以上。 

■「仕事にやりがいがあること」「精神的にきつい仕事でないこと」が３割以上。 

・子どもの就職先の相談に乗るとき重視することで最も高いのは「子ども本人の希望」

（92.7％）。次いで「精神的にきつい仕事でないこと」（34.5％）、「仕事にやりがいがあること」

（32.2％）、「経営や雇用が安定していること」（28.8％）。 

・「精神的にきつい仕事でないこと」が 34.5％。一方で「体力的きつい仕事でないこと」は 7.0％

となった。 
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５ 中学校の教職員アンケート調査結果  

福祉の仕事のイメージ 

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

 

42.1%

28.1%

21.1%

50.9%

10.5%

14.0%

10.5%

40.4%

38.6%

33.3%

22.8%

22.8%

21.1%

14.0%

1.8%

1.8%

8.8%

22.8%

19.3%

10.5%

31.6%

45.6%

47.4%

19.3%

15.8%

1.8%

3.5%

3.5%

8.8%

7.0%

17.5%

73.7%

77.2%

7.0%

10.5%

22.8%

12.3%

26.3%

12.3%

10.5%

5.3%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働時間、休日）

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『やりがい』は８割以上、『雇用機会（働く場所の数）』は７割以上が肯定的評価。 

■『身体的負担（体力的な疲れ）』や『精神的負担（ストレス）』は９割以上、『賃金・給与』は６割

以上が否定的評価。 

・肯定的評価が最も高いのは、『やりがい』（82.5％）、次いで『雇用機会（働く場所の数）』

（73.7％）。『社会的な評価』『仕事場の雰囲気』も肯定的評価が５割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『精神的負担（ストレス）』『身体的負担（体力的な疲れ）』（いず

れも 93.0％）。いずれも「良くない」が７割以上。『働きやすさ（労働時間、休日）』『賃金・給与』

も否定的評価が肯定的評価より高い。 

・『キャリアアップ』は 26.3％が「わからない、イメージできない」と回答。 
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福祉の仕事を生徒に勧めること 

■福祉の仕事を生徒に勧めること 

 
※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

 

生徒に関心を持ってもらうために有効なこと 

■生徒に関心を持ってもらうために有効なこと（複数回答） 

 

  

7.4%

12.8%

19.3%

91.1%

85.8%

78.9%

1.1%

0.7%

0.4%

0.7%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=271）

全体（N=141）

全体（N=57）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

勧めたい 子どもが希望すれば勧めてもよい あまり勧めたくない 無回答 わからない

86.7%

87.9%

86.0%

52.8%

52.5%

57.9%

38.4%

44.0%

50.9%

3.7%

2.8%

1.8%
1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=271）

全体（N=141）

全体（N=57）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

福祉施設の見学・体験 福祉施設職員等の講話 資格や職場に関する情報提供

その他 無回答 わからない

■福祉の仕事を生徒に勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が約８割。

「勧めたい」は約２割。2018 年度と比較すると「勧めたい」が増加。 

・福祉の仕事を生徒に勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が 78.9％、 

「勧めたい」が 19.3％。「勧めたい」は、2018 年度と比較すると 6.5 ポイント増加。 

■生徒に関心を持ってもらうために有効なことについて「福祉施設の見学・体験」が８割以上。 

・2018 年度と大きな差はみられない。 
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福祉人材センター事業の活用 

■福祉人材センター実施事業の活用活用 

 

 

 

 

44.6%

53.2%

68.4%

44.3%

38.3%

14.0%

9.6%

7.1%

5.3%

1.5%

1.4%

12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=271）

全体（N=141）

全体（N=57）

2
0
1
3
年
度

2
0
1
8
年
度

2
0
2
4
年
度

活用したい どちらでもない 活用は考えていない 無回答 4.わからない

■福祉人材センターの実施事業の活用意向は、約７割。2018 年度と比較すると増加。 

・福祉人材センターの実施事業の活用意向について「活用したい」が 68.4％。2018 年度と比較

すると 15.2 ポイント増加。 
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６ 高校の教職員アンケート調査結果  

福祉の仕事のイメージ 

■福祉の仕事のイメージ 

 

※上記「良い」「やや良い」「あまり良くない」「良くない」は、設問項目別に以下に置き換えて評価。 

設問項目 良い やや良い あまり良くない 良くない 

やりがい 大きい やや大きい やや小さい 小さい 

雇用機会（働く場所の数） 多い やや多い やや少ない 少ない 

キャリアアップ しやすい ややしやすい ややしにくい しにくい 

精神的負担（ストレス） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

身体的負担（体力的な疲れ） 小さい やや小さい やや大きい 大きい 

 

42.4%

27.3%

18.2%

57.6%

18.2%

3.0%

6.1%

48.5%

24.2%

33.3%

18.2%

9.1%

18.2%

3.0%

6.1%

39.4%

33.3%

15.2%

39.4%

51.5%

36.4%

21.2%

27.3%

3.0%

3.0%

6.1%

18.2%

45.5%

78.8%

72.7%

3.0%

6.1%

12.1%

9.1%

27.3%

9.1%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

社会的な評価

仕事場の雰囲気

雇用機会（働く場所の数）

キャリアアップ

働きやすさ（労働時間、休日）

賃金・給与

精神的負担（ストレス）

身体的負担（体力的な疲れ）

良い やや良い あまり良くない 良くない わからない、イメージできない

■『やりがい』は９割以上、『雇用機会（働く場所の数）』は７割以上が肯定的評価。 

■『身体的負担（体力的な疲れ）』や『精神的負担（ストレス）』は 10 割、『賃金・給与』は８割以

上が否定的評価。 

・肯定的評価が最も高いのは、『やりがい』（90.9％）、次いで『雇用機会（働く場所の数）』

（75.8％）。『社会的な評価』『仕事場の雰囲気』も肯定的評価が５割以上。 

・否定的評価が最も高いのは、『精神的負担（ストレス）』『身体的負担（体力的な疲れ）』（いず

れも 100％）。いずれも「良くない」が７割以上。『働きやすさ（労働時間、休日）』『賃金・給与』

も否定的評価が肯定的評価より高い。 

・『キャリアアップ』は 27.3％が「わからない、イメージできない」と回答。 
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福祉の仕事を生徒に勧めること 

■福祉の仕事を生徒に勧めること 

※「わからない」は 2024 年度のみの選択肢（以下、同じ） 

 

生徒に関心を持ってもらうために有効なこと 

■生徒に関心を持ってもらうために有効なこと（複数回答） 

 

2.9%

9.2%

15.2%

94.3%

89.9%

81.8%

2.9%

0.9%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=140）

全体（N=109）

全体（N=33）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

勧めたい 子どもが希望すれば勧めてもよい あまり勧めたくない 無回答 わからない

81.4%

78.0%

72.7%

42.1%

41.3%

57.6%

37.1%

44.0%

78.8%

6.4%

8.3%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=140）

全体（N=109）

全体（N=33）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

福祉施設の見学・体験 福祉施設職員等の講話 資格や職場に関する情報提供

その他 無回答 わからない

■福祉の仕事を生徒に勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が約８割。

「勧めたい」は、2018 年度と比較すると増加した。 

・福祉の仕事を生徒に勧めることについて「子どもが希望すれば勧めてもよい」が 81.8％。「勧

めたい」は 15.2％で、2018 年度と比較すると 6.0 ポイント増加。 

■生徒に関心を持ってもらうために有効なことについて「資格や職場に関する情報提供」が８

割。「福祉施設の見学・体験」が約７割。 

・生徒に関心を持ってもらうために有効なことについて「資格や職場に関する情報提供」が

78.8％。2018 年度と比較すると 34.8 ポイント増加。 
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福祉人材センター事業の活用 

■福祉人材センター実施事業の活用活用 

 

34.3%

45.9%

36.4%

50.0%

36.7%

30.3%

14.3%

15.6%

9.1%

1.4%

1.8%

24.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=140）

全体（N=109）

全体（N=33）

2
0
1
3
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
2
4
年

度

活用したい どちらでもない 活用は考えていない 無回答 4.わからない

■福祉人材センターの実施事業の活用意向は、３割以上。2018 年度と比較すると減少。 

・福祉人材センターの実施事業の活用意向について「活用したい」が 36.4％。2018 年度と比較

すると 9.5 ポイント減少。 
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Ⅲ 考察 

１ 調査結果からの特徴・課題のまとめ 

■福祉の仕事のイメージ 

○全調査対象において、「やりがい」の項目で肯定的な評価が高い一方、「精神的負

担」「身体的負担」の項目で肯定的な評価が低い 

○全調査対象において、「キャリアアップ」の項目で 25％以上が「わからない、イメー

ジできない」と回答 

 

 

やりがい
社会的な

評価

仕事場の

雰囲気
雇用機会

キャリア

アップ

働きやす

さ

賃金・給

与

精神的負

担

身体的負

担

中学生 80.9% 82.2% 78.5% 52.0% 51.4% 53.3% 44.4% 9.5% 7.5%

高校生 84.3% 79.4% 67.8% 63.5% 37.3% 39.4% 31.6% 3.1% 3.4%

中学生保護者 79.7% 53.7% 45.8% 80.3% 34.9% 25.1% 17.2% 2.2% 1.2%

高校生保護者 77.8% 55.3% 48.3% 81.2% 35.6% 27.7% 16.3% 0.5% 0.9%

中学生教職員 82.5% 66.7% 54.4% 73.7% 33.3% 35.1% 24.6% 1.8% 1.8%

高校生教職員 90.9% 51.5% 51.5% 75.8% 27.3% 21.2% 9.1% 0.0% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

福祉のイメージ（肯定的評価）の割合

やりが

い

社会的

な評価

仕事場

の雰囲

気

雇用機

会

キャリ

アアッ

プ

働きや

すさ

賃金・

給与

精神的

負担

身体的

負担

中学生 11.4% 10.1% 12.4% 32.1% 26.7% 15.6% 22.7% 14.7% 12.9%

高校生 8.4% 7.9% 10.7% 22.4% 31.1% 13.4% 17.1% 6.6% 5.5%

中学生保護者 11.8% 8.3% 14.3% 13.5% 28.2% 14.5% 10.6% 2.9% 2.1%

高校生保護者 10.4% 6.8% 10.9% 10.9% 27.2% 14.5% 9.3% 2.5% 1.8%

中学生教職員 7.0% 10.5% 22.8% 12.3% 26.3% 12.3% 10.5% 5.3% 5.3%

高校生教職員 3.0% 6.1% 12.1% 9.1% 27.3% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0%

0%

10%

20%

30%

40%
福祉のイメージ（わからない、イメージできない）の割合
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 本調査の結果、「やりがい」「精神的負担」「身体的負担」等の項目で全調査対象が同様のイメー

ジを持つ一方、一部項目については中学生・高校生と保護者・教員で、傾向が異なることが分か

った。 

 「社会的な評価」の項目で中学生 82.2％、高校生 79.4％が肯定的な評価をする一方、保護者・

教員では肯定的な評価が 10 ポイント以上低くなっている。また、「仕事場の雰囲気」、「キャリアア

ップ」「働きやすさ」「賃金・給与」の項目についても、中学生・高校生と比較して、保護者・教員では

肯定的な評価が低くなっている。 一方で、「雇用機会」の項目については、中学生・高校生と比較

して、保護者・教員では肯定的な評価が高くなっている。 

全調査対象において、「キャリアアップ」の項目で 25％以上が「わからない、イメージできない」と回

答している他、「雇用機会」の項目で中学生は 32.1％、高校生は 22.4％が「わからない、イメージ

できない」と回答している。 

 

 

 

■保護者の子どもの進路に関する意識 

○約３割の保護者が、子どもに福祉の仕事を「あまり勧めたくない」と回答 

○一方で、「子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること」では、９割以上の保護者

が「子ども本人の希望」を重視すると回答 

18.4%

26.6%

31.1%

19.3%

29.9%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40%

2013年度 中学生保護者

2018年度 中学生保護者

2024年度 中学生保護者

2013年度 高校生保護者

2018年度 高校生保護者

2024年度 高校生保護者

「子どもに福祉の仕事をあまり勧めたくない」と回答した保護者の割合
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「子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること」では、「子ども本人の希望」が最も多くなって

おり、次いで「精神的にきつい仕事でないこと」、「仕事にやりがいがあること」、「経営や雇用が安

定してること」、「休暇が取りやすい雰囲気や仕組みがあること」といった項目が高くなっている。 

「子どもに福祉の仕事をあまり勧めたくない」と回答した保護者の割合は、中学生の保護者は

31.1％、高校生の保護者は 27.9％である。一方で、「子どもの就職先の相談に乗るとき重視するこ

と」では、「子ども本人の希望」が中学生の保護者は 94.8％、高校生の保護者は 92.7％であり、最

終的には子ども本人の希望を尊重することが確認できる。しかしながら、進路を決める際の相談

相手は、９割以上の生徒が「保護者」と回答しており、保護者がもつイメージが生徒のイメージに

影響を与えている可能性があると考えられる。 

 

94.8%

15.4%

24.5%

12.5%

3.9%

5.4%

37.8%

30.5%

5.0%

38.6%

3.5%

2.9%

1.2%

92.7%

12.9%

23.8%

17.0%

7.5%

7.0%

34.5%

28.8%

6.1%

32.2%

2.7%

2.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども本人の希望

給与水準が高いこと

休暇が取りやすい雰囲気や仕組みがあること

給与体系が明確であること

勤務地が自宅から近いこと

体力的にきつい仕事でないこと

精神的にきつい仕事でないこと

経営や雇用が安定していること

今後成長が見込まれること

仕事にやりがいがあること

社会的な意義の大きい仕事であること

社風や経営者に魅力を感じること

その他

子どもの就職先の相談に乗るとき重視すること

中学生保護者(N=518) 高校生保護者(N=441)
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■福祉の仕事の希望する生徒の傾向 

○「まわりに福祉の仕事に就いている人のいる」場合や「福祉施設等での体験がある」

場合は、「ない」場合に比べて福祉の仕事を希望する割合が高い。 

○「福祉の仕事を志望するようになったきっかけ」は、「身近に福祉の仕事に就いてい

る人がいる」が最も多い。 

 

【中学生】（ｐ5 再掲） 

 

【高校生】（ｐ12 再掲） 

 

 

まわりに福祉の仕事についている人の「いる」場合は、「いない」場合と比べて、福祉の仕事を

希望する割合が高い。また、福祉施設等でのボランティア体験等が「ある」場合は、「ない」場合と

比べて福祉の仕事を希望する割合が高い。 

 

 

 

 

将来の選択肢として福祉の仕事の希望

N数
希望してい
る

少し希望し
ている

あまり希望
していない

希望してい
ない

わからない

いる 447 9.6% 13.2% 33.3% 31.5% 12.3%

いない 345 3.2% 7.5% 31.6% 47.0% 10.7%

わからない 422 3.8% 7.6% 27.7% 40.0% 20.9%

ある 386 9.1% 17.1% 31.1% 29.3% 13.5%

ない 601 4.0% 6.0% 30.8% 47.4% 11.8%

わからない 227 4.8% 6.6% 30.8% 32.6% 25.1%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
で体験の有
無

将来の選択肢として福祉の仕事の希望

N数
希望してい
る

少し希望し
ている

あまり希望
していない

希望してい
ない

わからない

いる 442 14.7% 8.6% 21.7% 49.8% 5.2%

いない 526 4.8% 4.9% 21.9% 63.9% 4.6%

わからない 251 3.6% 3.6% 23.9% 56.2% 12.7%

ある 335 16.7% 10.4% 21.2% 42.7% 9.0%

ない 741 5.1% 4.6% 21.5% 65.0% 3.8%

わからない 143 3.5% 2.8% 28.7% 50.3% 14.7%

福祉系 83 49.4% 16.9% 10.8% 16.9% 6.0%

福祉系以外 1,136 5.1% 5.2% 23.1% 60.1% 6.5%

まわりに福
祉の仕事に
就いている
人の有無

福祉施設等
での体験の
有無

通っている
学科・コー
ス
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「福祉の仕事を希望する」と回答した者の「福祉の仕事を志望するようになったきっかけ」は、

「身近に福祉の仕事に就いている人がいる」が中学生は 38.2％、高校生は 32.0％で志望のきっか

けの中で最も多い。また、「福祉の職場体験をした」「身近に福祉サービスを利用する人がいる」

「学校の授業により興味を持った」「ＴＶ、雑誌で興味を持った」「インターネットで興味を持った」「Ｓ

ＮＳで興味を持った」者もそれぞれ一定数おり、福祉の仕事を希望するきっかけは様々であること

が確認できる。 

38.2%

20.6%

17.6%

17.6%

14.7%

8.8%

8.8%

2.9%

17.6%

32.0%

17.4%

10.5%

18.0%

9.9%

18.6%

12.8%

13.4%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身近に福祉の仕事に就いている人がいる

福祉の職場体験をした

身近に福祉サービスを利用する人がいる

学校の授業で興味を持った

TV、雑誌で興味を持った

インターネットで興味を持った

SNSで興味を持った

その他

わからない

福祉の仕事を希望するようになったきっかけ

中学生（N＝34） 高校生（N=172）
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２ 課題改善に向けた提案 

（１）福祉業界の働きやすい職場づくりの推進 

福祉の仕事のイメージを改善するためには、福祉の仕事に従事している人が今後も働き続ける

ことができる環境づくりが不可欠である。また、本調査結果からも分かるとおり、単に社会的意義

ややりがいを充足するだけでなく、職員の働きやすい職場づくりが必要である。 

働きやすい職場づくりとして、例えば、給与体系の明確化や処遇改善等の賃金・給与に関する

取組、介護ロボット・ＩＣＴ等のテクノロジーを活用した職員の負担軽減の取組、柔軟な勤務体制の

構築等、職員のワーク・ライフ・バランスを実現できる仕組みづくり等の取組が求められる。 

 

（２）福祉の仕事について、正しい情報を伝える取組の実施 

①生徒に対する情報発信、福祉に関する体験等の機会の提供 

 ボランティア等の体験を経験した生徒は、福祉の仕事に興味・関心を持つ割合が高くなることが、

本調査結果から分かるため、ボランティア・職場体験等の魅力発信の活動を引き続き、丁寧に行

っていくことが重要である。 

福祉施設自身が行う施設利用者の家族や地域住民との交流体験等の活動は、コロナ禍以降、

感染症の拡大防止等のため開催を休止・縮小しているケースが多くなっているため、行政・福祉

系団体・学校等が中心となって、県内で福祉に接する機会や情報発信する場を確保していく必要

がある。 

 また、本調査結果によると、「ＴＶ、雑誌」「インターネット」「ＳＮＳ」により福祉の仕事に興味を持っ

たと生徒も一定数おり、ボランティアや職場体験等の直接的な体験の機会による魅力発信の取組

に加えて、多様な媒体や手段で魅力発信することも重要である。 

 

②地域のモデルとなる施設の育成 

 （１）で述べたとおり、福祉業界の働き方をより一層改善していく必要がある中、介護分野におい

ては介護ロボット・ＩＣＴ等のテクノロジーの普及が始まっており、働きやすい職場づくりの取組が進

められている。テクノロジー等を活用して働きやすい職場づくりを行う施設をモデルとして育成する

とともに、県内の福祉施設へ横展開を促進する必要がある。また、先進的な取組を進める福祉の

職場やいきいきと働く職員の現状を、生徒等に発信していくことが重要である。 

 

③保護者等に対する情報発信 

 本調査結果によると、保護者の持つ福祉へのイメージが、生徒への福祉へのイメージに一定影

響を与えていることが読み取れる。そのため、生徒本人だけでなく、生徒の進路に影響を与える

保護者等に対しても、福祉の魅力を発信していくことが重要である。 

本会が主催したみえ福祉・介護フェア 2023 では、小学生と一緒に保護者等も学べる謎解き型

のイベントを実施し、536 名が参加した。以下に参加者アンケート結果（保護者）を示すが、イベン

トをきっかけに「高齢者や福祉に関することに興味を持った方」が 95.2％、「高齢者や福祉のことに

ついて勉強してみたくなった方」が 88.3％、「高齢者や福祉に関する仕事で働いてみたくなった方」

が 45％となった。 
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このことから、生徒をターゲットに魅力発信する取組であっても、保護者も巻き込む仕掛けを行

うことで、保護者に対する魅力発信することが合わせてできることが分かる。また、参加者を多数

集め、魅力発信をする方法として、体験型（謎解き等）のイベントが効果的であることが分かる。 

 

■みえ福祉・介護フェア 2023 アンケート結果より抜粋 

 

 

 
 

本会では、本調査の結果を踏まえ、関係団体や学校関係者の方々と連携し、福祉の仕事の魅

力を発信する取組を進めていきます。また、福祉の仕事に関する情報提供や職業紹介を行うほ

か、研修や資格取得支援を通じて、福祉人材の確保に向けた取組を推進していきます。 

 

 最後に、本調査の実施にあたり、ご協力をいただきました生徒・保護者・教職員の方々をはじめ、

三重県教育委員会・各市町等教育委員会の皆様に感謝申し上げます。 

48.3%

48.3%

3.3%
0.0%

高齢者や福祉に関することに興味を持ちましたか

とても持った

少し持った

あまり持たなかった

全く持たなかった

25.0%

63.3%

8.3%

1.7% 1.7%

高齢者や福祉のことについて勉強(理解)してみたいですか

勉強したい

少し勉強したい

あまり勉強したくない

勉強したくない

回答なし

10.0%

10.0%

35.0%

33.3%

3.3%
8.3%

高齢者や福祉に関する仕事で働いてみたいですか

イベント参加前から働いてみたかった

働いてみたくなった

少し働いてみたくなった

あまり働いてみたくない

働いてみたくない

回答なし
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Ⅳ 資料 

■生徒用調査票（中学校） 
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■生徒用調査票（高校） 
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■保護者用調査票（中学校） 
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■保護者用調査票（高校） 
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■教職員用調査票（中学校） 
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■教職員用調査票（高校） 
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